
「平和の礎」から 
                   ＰＡＲＴ１ 

☆ 沖縄全市町村からの犠牲者の刻銘数 
＊４月１日の米軍上陸時 
  読谷村・・ 
  北谷町・・ 
  嘉手納町・・ 
＊４月～５月の中部戦線 
  宜野湾市・・ 
  浦添市… 
  西原町… 
＊６月の南部の戦線 
  糸満市… 
  南風原町・・ 
  東風平町・・ 
 

☆ 全国都道府県からの犠牲者 
＊なぜ全国から沖縄に軍隊が集ってきたのか 
 
＊北海道の刻銘が 10784 名で圧倒的に多い 
 

☆新平和祈念資料館の展示でわかること 
 

「平和の礎」から 
                   ＰＡＲＴ Ⅱ 
 「平和の礎」は国籍や軍人、非軍人を問わない。敵も味方も、戦争指導者（責任者）も民衆も、

同一場所に同じように戦争の犠牲者としてその名を刻んでいます。 
 
☆日本軍守備隊の司令官（最高責任者） 

  牛島 満（うしじま みつる） 
 （鹿児島県出身）あいうえお順に刻銘 
☆日本軍高級参謀（作戦の責任者） 

  長 勇（ちょう いさむ） 



  （福岡県出身） 
☆アメリカ軍上陸司令官 

  ＳＩＭＯＮ Ｂ ＢＵＣＫＮＥＲ 

     （バックナー司令官） 
    ＡＢＣ順に刻銘 

☆沖縄の犠牲者は市町村の字別に刻銘 
＊家族での犠牲者が多い 
＊名前の分からない刻銘 

○○の長男  ○○の妻などの例 
 

☆新平和資料館展示でわかること 
  軍人と民間人の犠牲者の数と割合など 
 
 

 「平和の礎」から 
                   ＰＡＲＴ Ⅲ 
 「平和の礎」には沖縄県民の犠牲者は 148272 名（2000 年 1 月現在）刻銘されています。市町村

別の字別で家族で刻銘されています。 
 そのため、どのような原因で犠牲になったのか分かりません。 
 

☆学童疎開船（軍隊の命令で九州や台湾に疎開して、海上で犠牲になった） 

＊対馬丸   １４８４名 （1944 年８月 22 日） 
＊第一千早丸   ８８名 （1945 年７月３日） 

 

☆ 戦争マラリア 
八重山や宮古の犠牲者の大半 
軍隊の命令でマラリア（熱病）地帯に強制移動させられて、犠牲になった。 
 
＊石垣市 戦争マラリア犠牲者 ２４９６名（刻銘４３５８名中） 
＊竹富町 戦争マラリア犠牲者  ７８６名（刻銘１１２０名中） 
 

☆新平和祈念資料館の展示で分かること  



「摩文仁の丘」の各県の碑文から 
摩文仁の丘と米須海岸などに全国都道府県の慰霊碑がたっています。 

何の目的で、どういう思いで、この碑を建てたかが碑文に刻まれています。 

☆茨城の塔の碑文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆岩手の塔の碑文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大東亜戦争、英霊、異国の地、奮闘…・等々 
軍国調、靖国的 

茨
城
の
塔 

（
糸
満
市
宇
摩
文
仁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

茨
城
県
の
慰
霊

碑 （
碑
文
） 

 
 
 

雄
魂
に
捧
ぐ 

 

こ
の
塔
は
大
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
本
土
防
衛

の
防
波
堤
と
な
っ
て
、
沖
縄
の
戦
い
は
じ
め
遠
く

南
方
戦
線
に
死
闘
を
重
ね
、
異
郷
に
そ
の
尊
い
生
命

を
国
家
の
栄
光
の
前
に
捧
げ
た
茨
城
県
出
身
戦
没

者
三
万
八
千
余
柱
の
勇
魂
を
こ
の
地
に
招
き
、
二

百
万
県
民
が
平
和
の
祈
り
を
こ
め
て
建
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
諸
霊
の
愛
国
の
至
情
は
仰
い
で
範
と
す

べ
く
耿
々
と
し
て
、
後
進
を
鼓
舞
す
る
こ
と
を
信
ず

る
。
願
わ
く
は
雄
魂
永
く
こ
の
霊
地
に
鎮
ま
り
国

岩
手
の
塔 

（
糸
満
市
宇
摩
文
仁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
手
県
の
慰
霊
碑 

（
碑
文
） 

 

大
東
亜
戦
争
に
際
し
、
祖
国
に
殉
じ
ら
れ
た
る

郷
土
出
身
三
万
四
千
八
百
有
余
柱
の
み
霊
よ
、
わ

れ
ら
今
日
あ
る
は
諸
霊
に
負
う
と
こ
ろ
多
し
、
諸

霊
の
愛
国
の
至
情
を
後
世
に
伝
え
、
み
霊
を
慰
む

る
は
、
わ
れ
ら
が
責
務
な
り
さ
れ
ば
、
本
土
防
衛

最
後
の
戦
場
と
な
り
し
こ
こ
摩
文
仁
ケ
丘
に
、
わ

れ
ら
県
民
の
平
和
へ
の
願
い
と
慰
霊
の
誠
を
こ

め
て
塔
を
建
立
す
。
希
く
は
と
こ
し
え
に
こ
の
霊

地
に
鎮
ま
り
給
わ
ら
ん
こ
と
を 

 

（
建
立
年
月
日
） 

昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
日 

へ
建 

立 

者
） 

 
岩
手
県
戦
没
者
慰
霊
塔
建
立
期
成
会
会
長 

 
 

 
 

 
 

 

岩
手
県
知
事 

千 

田 
 



我が県出身の兵士の頑張りで今の日本の平和がある 
あの戦争の反省の視点がない 
沖縄を外地（異国）扱いしている 

 ☆良心的な慰霊碑の碑文 

☆近江（滋賀）の塔の碑文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 京都の塔の碑文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
江
の
塔 

（
平
成
３
年
に
新
に
建
立
） 

 

（
碑
文
） 

 

言
語
に
絶
す
る
苛
烈
な
沖
縄
戦
は
、
十
数
万
人

に
も
の
ぼ
る
多
数
の
兵
士
や
沖
縄
県
民
の
尊
い
人

命
を
奪
い
、
本
県
出
身
多
く
の
兵
士
も
、
愛
す
る

妻
や
子
・
父
母
の
待
つ
な
つ
か
し
い
故
郷
に
再
び
還

る
こ
と
な
く
、
こ
の
沖
縄
と
そ
の
近
海
に
お
い
て

一
命
を
祖
国
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
戦
没
者

に
対
し
て
、
慰
霊
の
ま
こ
と
を
捧
げ
る
た
め
慰
霊

顕
彰
会
を
を
結
成
し
、
県
民
の
浄
財
を
基
と
し
て

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
に
近
江
の
塔
を
建
立
し

た
。 

 

以
来
二
十
七
年
長
年
の
風
雨
に
堪
え
た
こ
の

塔
を
滋
賀
県
の
援
助
に
よ
り
改
修
し
、
戦
争
の
空

し
さ
・
悲
惨
さ
を
次
代
に
正
し
く
伝
え
、
世
界
恒
久

京
都
の
塔 （

宜
野
湾
市
字
嘉
数
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
都
府
の
慰
霊
碑 

（
碑
文
） 

 

昭
和
二
十
年
春
沖
縄
島
の
戦
い
に
際
し
て
、
京
都
府
下
出
身
の

将
兵
二
五
三
〇
有
余
の
人
び
と
が
遠
く
郷
土
に
想
い
を
は
せ
、
ひ

た
す
ら
祖
国
の
興
隆
を
念
じ
つ
ゝ
つ
い
に
砲
煙
弾
雨
の
中
に
倒

れ
た
。 

 

ま
た
多
く
の
沖
縄
住
民
も
運
命
を
倶
に
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
哀
惜

に
耐
え
な
い
。
と
く
に
こ
の
高
台
附
近
は
主
戦
場
の
一
部
と
し

て
、
そ
の
戦
闘
は
最
も
激
烈
を
き
わ
め
た
。
星
霜
十
九
年
を
経
て
、

い
ま
こ
の
悲
し
み
の
地
に
そ
れ
ら
の
人
び
と
の
御
冥
福
を
祈
る

た
め
京
都
府
市
民
に
よ
っ
て
「
京
都
の
塔
」
が
建
立
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。 

 

再
び
戦
争
の
悲
し
み
が
繰
り
か
え
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ま

た
、
併
せ
て
沖
縄
と
京
都
と
を
結
ぶ
文
化
と
友
好
の
絆
が
ま
す
ま
す

か
た
め
ら
れ
る
よ
う
こ
の
塔
に
切
有
な
願
い
を
よ
せ
る
も
の
で
あ

る
。 



韓国・朝鮮人の強制連行 
☆ 「韓国人慰霊の塔」 

碑文を読む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊沖縄戦で 1 万人余の朝鮮人が犠牲になった 
＊強制徴募、虐殺の文字 

 
 
 
☆１５年戦争のよる朝鮮人強制連行の歴史 
 
☆沖縄における「従軍慰安婦」の実態 
 
☆「平和の礎」における朝鮮人の刻銘 
韓国 ３６４名  朝鮮人民共和国 ８２名  
       合計 ４４６名 （２００９年６月２３月現在） 
 １万人余の刻銘空白の意味 
 

☆沖縄県平和祈念資料館で朝鮮人強制連行の問題の展示は 
 

 

韓
国
人
慰
霊
の
塔 

一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
や
多
く
の
韓
国
青
年

達
は
日
本
の
強
制
的
徴
集
に
よ
り
、
大
陸
や
南
洋
の
各
戦
線
に
配

置
さ
れ
た
。
こ
の
沖
縄
の
地
に
も
徴
兵
・
徴
用
と
し
て
動
員
さ
れ

た
一
万
余
名
が
あ
ら
ゆ
る
艱
難
を
強
い
ら
れ
た
あ
げ
く
、
あ
る
い

は
戦
死
あ
る
い
は
虐
殺
さ
れ
る
な
ど
惜
し
く
も
犠
牲
に
な
っ
た
。

祖
国
に
帰
り
得
ざ
る
こ
れ
ら
の
免
魂
は
、
波
高
き
こ
の
地
の
虚
空

に
さ
ま
よ
い
な
が
ら
雨
に
な
っ
て
降
り
、
風
と
な
っ
て
吹
く
で
あ

ろ
う
。
こ
の
孤
独
な
霊
魂
を
慰
め
る
べ
く
、
わ
れ
わ
れ
は
全
韓
民

族
の
名
に
お
い
て
こ
の
塔
を
建
て
て
謹
ん
で
英
霊
の
冥
福
を
祈

る
。
願
わ
く
は
安
ら
か
に
眠
ら
れ
よ
。 

 

（
建
立
年
月
日
） 

一
九
七
五
年
八
月 

 

（
建
立
者
） 

 
 

韓
国
人
慰
霊
塔
建
立
委
員
会 

 


